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得との関連について検討した。コーピングの個人差については，effort ― distress モデル
（鈴木，2000）を用いた。その結果，課題と対人の双方のストレッサーにおいて，effort ― 
distress 型のコーピングを行っている者の中でも，ネガティブ乖離群あるいはポジティブ乖離
群は，適合性の個人評価と他者評価との乖離が少ない者に比べて，ストレス反応が高いこと
が示された。また，その際のモニタリング行動の影響性は見られないことが示唆された。一
方，課題ストレッサーに対して distress 型のコーピングを行っている者が，自身のコーピン
グ選択は，他者に受け入れられないと必要以上にとらえる傾向にある場合には，ストレス反
応が高く，職場の集団規範や職場の状況を，適切にモニタリングできていないことが示唆さ
れた。 
 最後に第６章において，第５章までに得られた研究成果を整理し，本研究の臨床に対する
示唆と，今後の検討課題について議論した。 
 
